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三
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西
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損
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評
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済
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員・Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
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★
巖
さ
ん
へ

　地
域
の
た
め
に
と
、
家
を
留
守
に
し
が
ち

だ
け
ど
、
こ
れ
か
ら
も
体
に
気
を
付
け
て

ね
。

★
眞
智
子
さ
ん
へ

　く
れ
ぐ
れ
も
体
に
は
無
理
を
し
な
い
よ
う

健
康
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

水
稲 

64
ア
ー
ル
　
ぶ
ど
う 

10
ア
ー
ル

野
菜 

0.5
ア
ー
ル

栽
培
面
積

広島支所
　廿日市出張所
北広島支所
　安芸高田連絡所

082-261-1112
0829-32-5121
0826-72-3107
0826-42-4006

名　　称 電話番号

東広島支所
　安芸津出張所
　江田島連絡所
世羅支所
福山支所
　神石高原連絡所
三次支所

082-434-4337
0846-45-5327
0823-45-2019
0847-22-0317
084-970-1620
0847-82-2116
0824-66-3111

名　　称 電話番号NOSAI広島への
お問い合わせ・ご連絡先

営農と暮らしに役立つ情報をお届けします

身近な話題が豊富
NOSAIの仕組みが分かる

分かりやすい農政解説
生産現場のアイデアが満載

●毎週水曜日発行 年間購読料 4,680円
お申し込みはNOSAI広島へ 中国版・広島版には

近所の人が載っていることも！

今
年
の
水
稲
を

振
り
返
る

國
重
　巖
さ
ん
（
75
）

く
に
し
げ

い
わ
お

　
　眞
智
子
さ
ん
（
72
）

ま

こ

ち

表
紙
写
真
紹
介

表
紙
写
真
紹
介

（
中
央
上
）家
族
で「
と
よ
ま
つ
紙
ヒ
コ
ー
キ・タ
ワ
ー
」に
来
て

い
た
福
山
市
南
蔵
王
町
の
奥
村
紗
也
加
ち
ゃ
ん（
７
）

と
遙
ち
ゃ
ん（
４
）。「
お
父
さ
ん
に
抱
っ
こ
し
て
も
ら
っ

て
紙
ヒ
コ
ー
キ
を
飛
ば
し
た
よ
」と
笑
顔
で
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

（
中
央
下
）尾
道
市
瀬
戸
田
町
の
井
上
裕
文
さ
ん（
31
）。先
輩

農
家
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
７
種
類
の
か
ん
き
つ

を
栽
培
し
て
い
ま
す
。「
先
人
が
試
行
錯
誤
し
、

代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
技
術
や
知
恵
を
吸
収
し

た
い
」と
産
地
の
技
術
継
承
に
意
欲
的
で
す
。

さ
や
か

は
る
か
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特 集
今年の水稲を振り返る今年の水稲を振り返る
暑かった夏が終わり、実りの秋を迎えました。今年の米の出来具合はいかがですか。
気象概況とともに水稲の生育状況を振り返ってみましょう。
農家の方にも、９月上旬から中旬にお話を伺いました。

暑かった夏が終わり、実りの秋を迎えました。今年の米の出来具合はいかがですか。
気象概況とともに水稲の生育状況を振り返ってみましょう。
農家の方にも、９月上旬から中旬にお話を伺いました。

情報提供／平成27年９月上旬　広島県農業技術指導所（西部、東部、北部）

１ 

気
象
概
況

2 

生
育
状
況

来
年
に
向
け
て
の

栽
培
管
理
　

水 稲 共 済
被害申告から共済金
支払いまでの流れ

収穫前に申告を受け付けます。

1.被害申告

損害評価員が班になり、検見または実測により現地
調査をします。

2.悉皆調査（全筆調査）

悉皆調査班の均衡を図るため、任意の耕地を抽出
し、実測調査(60株を刈り取り)します。

3.抜取調査

損害評価の終了後、損害評価会で調査結果を審議
し、共済減収量(損害評価高)を決定します。

4.損害評価会

5.県・国への損害評価高の報告

対象の組合員さんに水稲共済金をお支払いします
(例年、12月中旬以降にお支払いしています)。

6.共済金支払い
三
原
市
本
郷
南

山
県
郡
北
広
島
町

　基
本
技
術
を
励
行
す
る

①
土
づ
く
り
の
実
施
（
堆
肥
や
土
づ

く
り
肥
料
の
施
用
）
、
ほ
場
の

均
平
化

②
健
苗
育
苗
（
塩
水
選
、
種
子
消
毒

の
徹
底
、
適
正
な
温
度
管
理
）

③
適
切
な
施
肥
管
理
（
葉
色
診
断
に

よ
る
穂
肥
の
施
用
）

④
適
正
な
水
管
理
（
間
断
か
ん
が
い

や
中
干
し
の
徹
底
、
適
期
落
水

（
出
穂
後
30
日
間
は
水
が
必

要
）
）

⑤
病
害
虫
防
除
は
、
早
期
発
見
、
適

期
防
除
を
実
施

⑥
適
期
収
穫
、
適
正
な
乾
燥
調
製

　基
本
技
術
を
励
行
す
る

①
土
づ
く
り
の
実
施
（
堆
肥
や
土
づ

く
り
肥
料
の
施
用
）
、
ほ
場
の

均
平
化

②
健
苗
育
苗
（
塩
水
選
、
種
子
消
毒

の
徹
底
、
適
正
な
温
度
管
理
）

③
適
切
な
施
肥
管
理
（
葉
色
診
断
に

よ
る
穂
肥
の
施
用
）

④
適
正
な
水
管
理
（
間
断
か
ん
が
い

や
中
干
し
の
徹
底
、
適
期
落
水

（
出
穂
後
30
日
間
は
水
が
必

要
）
）

⑤
病
害
虫
防
除
は
、
早
期
発
見
、
適

期
防
除
を
実
施

⑥
適
期
収
穫
、
適
正
な
乾
燥
調
製

　
４
月
中
旬
か
ら
５
月
下
旬
ま

で
は
気
温
は
高
く
経
過
し
ま
し

た
。
入
梅
以
降
、
気
温
は
低
め

に
推
移
し
ま
し
た
。
８
月
上
旬

は
高
温
傾
向
で
し
た
が
、
８
月

下
旬
は
低
温
傾
向
と
な
り
ま
し

た
。
降
雨
は
少
な
い
傾
向
で
し

た
が
、
６
月
上
旬
と
下
旬
、
８

月
下
旬
に
ま
と
ま
っ
た
降
雨
が

あ
り
ま
し
た
。

　
４
月
中
旬
か
ら
５
月
下
旬
ま

で
は
、
お
お
む
ね
多
日
照
で
推

移
し
ま
し
た
が
、
入
梅
以
降
曇

天
降
雨
の
た
め
、
寡
照
傾
向
で

し
た
。
８
月
前
半
は
多
日
照
と

な
り
ま
し
た
が
、
８
月
後
半
は

低
日
照
と
な
り
ま
し
た
。
（
下

図
）

　
梅
雨
入
り
は
平
年
よ
り
も
４
日

早
く
、
昨
年
よ
り
１
日
遅
い
６
月

３
日
頃
で
し
た
。
梅
雨
明
け
は
平

年
よ
り
も
１
日
早
く
、
昨
年
と
同

じ
７
月
20
日
頃
で
し
た
。

　
台
風
11
号
（
７
月
中
旬
）
、

12
号
（
７
月
下
旬
）
、
15
号

（
８
月
下
旬
）
の
風
雨
の
影
響

が
み
ら
れ
ま
し
た
。

②
南
部
地
域
（
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
、
恋
の
予
感
）

の
生
育
状
況

　
草
丈
は
平
年
並
み
で
し
た
。
茎
数
は
最

高
分
げ
つ
期
前
後
ま
で
は
平
年
よ
り
や
や

少
な
く
推
移
し
ま
し
た
が
、
生
育
後
半
は

ほ
ぼ
平
年
並
み
と
な
り
ま
し
た
。
葉
色

は
、
生
育
初
期
は
平
年
並
み
か
ら
や
や
濃

く
推
移
し
ま
し
た
が
、
幼
穂
形
成
期
以
降

急
激
に
葉
色
が
落
ち
平
年
並
み
か
ら
や
や

淡
く
な
り
ま
し
た
。
出
穂
期
は
平
年
並
み

〜
３
日
程
度
遅
く
な
り
ま
し
た
。
穂
数
は

ほ
ぼ
平
年
並
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
７
月
下
旬
頃
か
ら
葉
い
も
ち
の
発
生
が

見
ら
れ
る
ほ
場
が
増
加
し
ま
し
た
。

①
中
北
部
地
域
（
コ
シ
ヒ
カ
リ
）

の
生
育
状
況

　
草
丈
は
平
年
並
み
に
推
移
し

ま
し
た
。
茎
数
は
、
５
月
上
旬

に
田
植
え
を
し
た
も
の
は
順
調

に
増
加
し
ま
し
た
が
、
田
植
え

が
遅
い
も
の
（
５
月
中
旬
以

降
）
は
、
６
月
か
ら
７
月
に
か

け
て
低
温
、
曇
天
傾
向
で
あ
っ

た
た
め
茎
数
は
平
年
に
比
べ
や

や
少
な
く
推
移
し
ま
し
た
。
生

育
後
半
に
は
茎
数
の
差
は
な
く

な
り
平
年
並
み
か
ら
や
や
少
な

く
な
り
ま
し
た
。
葉
色
は
、
生

育
初
期
は
平
年
並
み
か
ら
や
や

濃
く
推
移
し
ま
し
た
が
、
幼
穂

形
成
期
以
降
急
激
に
葉
色
が
落

ち
ま
し
た
。

　
出
穂
期
は
、
５
月
上
旬
に
田

植
え
を
し
た
も
の
は
平
年
並
み

〜
２
日
程
度
早
く
な
り
、
田
植

え
が
遅
い
も
の
は
、
平
年
よ
り

２
〜
３
日
遅
く
な
り
ま
し
た
。

穂
数
は
平
年
並
み
か
ら
や
や
少

な
く
な
り
ま
し
た
。

　
７
月
上
旬
以
降
に
葉
い
も
ち

の
発
生
が
見
ら
れ
る
ほ
場
が
増

加
し
た
た
め
、
７
月
29
日
に
早

生
種
、
中
生
種
の
穂
い
も
ち
を

対
象
に
病
害
虫
発
生
予
察
注
意

報
第
１
号
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。

　
８
月
下
旬
に
接
近
し
た
台
風

15
号
の
風
雨
の
影
響
で
一
部
の

ほ
場
で
倒
伏
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
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花
岡 

達
男
さ
ん
（
64
）

は
な
お
か

た
つ

お

水稲作付
面積

約1.5㌶
　
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
の

他
、
新
品
種
「
恋

の
予
感
」
を
今
年

か
ら
栽
培
し
て
い

ま
す
。

　
８
月
下
旬
に
は
台
風
15
号
の
動

き
が
心
配
で
し
た
が
、
強
風
に
よ

る
穂
ず
れ
が
少
し
あ
っ
た
く
ら
い

で
、
大
き
な
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
９
月
に
入
っ
て
か
ら

は
、
曇
り
や
雨
の
日
が
多
く
、
日

照
不
足
が
気
に
な
り
ま
す
が
、
お

お
む
ね
順
調
に
生
育
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　
今
後
獣
害
や
病
虫
害
が
な
く
、

無
事
９
月
下
旬
の
収
穫
が
迎
え
ら

れ
る
と
い
い
で
す
ね
。

宮
崎 

英
二
さ
ん
（
53
）

み
や
ざ
き

え
い

じ

水稲作付
面積

約10㌶
　
早
生
品
種
の
コ

シ
ヒ
カ
リ
、
あ
き

ろ
ま
ん
な
ど
を
主

体
に
栽
培
し
て
い

ま
す
。
側
条
施
肥
で
５
月
初
め
か
ら
作
付

け
し
ま
し
た
。
７
・
８
月
は
天
候
に
恵
ま

れ
て
順
調
に
生
育
し
、
出
来
は
平
年
作
く

ら
い
だ
と
思
い
ま
す
。

　
盆
以
降
に
雨
の
日
が
多
く
、
稲
刈
り
は

や
や
遅
め
と
な
り
作
業
の
遅
れ
が
心
配
で

す
。
近
年
増
え
て
い
る
獣
害
は
農
地
に
入

ら
れ
る
前
に
対
策
す
る
こ
と
が
大
事
。
こ

の
地
区
で
も
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
が
増

え
て
い
る
の
で
電
気
柵
や
ワ
イ
ヤ
メ
ッ

シ
ュ
な
ど
早
め
の
対
策
を
し
て
い
ま
す
。

苦
労
し
て
い
る
分
、
少
し
で
も
米
価
が
上

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

最高気温（℃）

凡例

平年より
高い

平均気温（℃）

降水量（㎜）

最低気温（℃）

平年値

（平年値）

日照時間
（時間）

（平年値）

低い

4月 5月 6月 7月 8月

20
40
60
80

50

100

10

5

15

20

25

30

00

00

00

3535
高温

低温

日照時間 少

図　平成２７年　気象データ（観測地点：アメダス東広島）

低温



感
電
な
ど
を
防
ぐ
た
め
に

電
気
柵
の
安
全
対
策
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N
O
S
A
I
事
業
の
お
知
ら
せ

お
問
い
合
わ
せ
・
ご
連
絡
先
は

最
終
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

家
畜
共
済

平
成
27
年
産
麦
の

共
済
金
を
支
払
い
ま
す

　
対
象
組
合
員
33
戸
に
共
済
金
24
万

1
4
4
1
円
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

※
被
害
申
告
さ
れ
た
全
て
の
組
合
員
の
皆
さ
ま

に
、
損
害
評
価
の
結
果
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

【
助
成
金
】
１
頭
当
た
り
５
０
０
円

※
一
組
合
員
20
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

●
申
請
に
は
、
削
蹄
実
施
証
明
書
も
し
く

は
削
蹄
経
費
支
払
領
収
書
の
添
付
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
は
、
各
支
所
等
に
お
願

い
し
ま
す
。

削
蹄
助
成
金
交
付
申
請
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

　
家
畜
共
済
一
般
損
害
防
止
事
業
の
一
環

と
し
て
、
削
蹄
を
実
施
し
た
家
畜
共
済
加

入
組
合
員
を
対
象
に
、
予
算
の
範
囲
内
で

削
蹄
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

【
対
象
】

　
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
28
年
２

月
29
日
ま
で
に
実
施
さ
れ
た
削
蹄

※
平
成
27
年
３
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
３

月
31
日
ま
で
に
実
施
さ
れ
た
削
蹄
で
、

未
申
請
の
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
各

支
所
等
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
平
成
28
年
３
月
１
日
か
ら
平
成
28
年
３

月
31
日
ま
で
に
実
施
さ
れ
た
削
蹄
に
つ

い
て
は
、
翌
年
度
の
交
付
と
な
る
予
定

で
す
。

【
交
付
対
象
頭
数
】

新
規
加
入
者
：
 加

入
時
の
引
受
頭
数
（
胎
 

 

児
は
除
く
）
が
限
度

継
続
加
入
者
：
 前

年
度
継
続
加
入
時
の
引
 

 

受
頭
数
（
胎
児
は
除
く
）
 

 

が
限
度

果
樹
共
済

家
畜
の
異
動
連
絡
は

速
や
か
に

　
家
畜
の
導
入
や
譲
渡
、
子
牛
の
出
生
な

ど
の
異
動
が
生
じ
た
と
き
は
、
速
や
か
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
異
動
の
連
絡
が
遅
れ
た
場
合
や
、
連
絡

が
な
い
場
合
は
、
共
済
金
を
お
支
払
い
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー
へ
、
異
動
の
あ
っ

た
牛
お
よ
び
死
亡
牛
の
届
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

平成２7年度無事戻し
農作物共済・畑作物共済・果樹共済 総額1,499万円
平成27年度無事戻金を、８月下旬に該当組合員にお支払いしました。

前３年間に被害がない場合などに、掛金の一部を払い戻します。
※無事戻しをするための積立金がある場合に限ります。

●
申
請
用
紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

平成27年度無事戻金内訳

損
害
防
止
事
業
助
成
金
を
交
付
し
ま
す

農
作
物
共
済
加
入
者
　
12
月
下
旬
の
予
定〔
申
請
期
限  

平
成
27
年
10
月
末
日
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
月
下
旬
の
予
定〔
申
請
期
限  

平
成
28
年
1
月
末
日
〕

計算式
無事戻金＝前３年間の共済掛金÷３
－（前３年間の共済金＋前２年間の無事戻金）

支払対象者（人）共済目的の種類 支払金額（円）
農作物共済 水 　 　 稲

大 　 　 豆

ぶ ど う

指定かんきつ 

うんしゅうみかん 

畑作物共済 

果 樹 共 済

合 　 　 計

13,383
12

138
98
42

13,673

12,186,696
27,376

1,302,429
551,564
922,955

14,991,020

【
申
請
期
限
】
平
成
28
年
2
月
29
日
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電
気
柵
の
施
設
に
あ
た
っ
て
は
人
に

対
す
る
危
険
防
止
の
た
め
に
、
電
気
事

業
法
に
よ
っ
て
施
設
方
法
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
獣
害
対
策
お
よ
び
家
畜
の

放
牧
で
電
気
柵
を
設
置
す
る
場
合
は
、

取
扱
説
明
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
使
用

方
法
・
使
用
上
の
注
意
を
遵
守
し
て
適

切
な
措
置
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
感
電
な
ど
の
事
故
が
発
生
し
な
い
よ

う
、
次
の
こ
と
を
守
っ
て
安
全
を
確
保

し
て
く
だ
さ
い
。

●
電
気
柵
を
設
置
し
た
場
所
に
は
、
人

が
見
や
す
い
よ
う
に
適
当
な
位
置
、
間

隔
、
文
字
で
「
危
険
」
で
あ
る
旨
の
表

示
を
す
る
こ
と
。

●
電
気
柵
は
、
電
気
用
品
安
全
法
の
適

用
を
受
け
る
電
気
柵
用
電
源
装
置
ま
た

は
、
感
電
に
よ
り
人
に
危
険
を
及
ぼ
す

恐
れ
の
な
い
よ
う
に
出
力
電
流
が
制
限

さ
れ
る
電
気
柵
用
電
源
装
置
（
電
気
用

品
安
全
法
の
適
用
を
受
け
る
直
流
電
源

装
置
又
は
蓄
電
池
、
太
陽
電
池
そ
の
他

こ
れ
ら
に
類
す
る
直
流
の
電
源
）
か
ら

電
気
の
供
給
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
こ

と
。

●
電
気
柵
用
電
源
装
置
が
使
用
電
圧
30

　
以
上
の
電
源
か
ら
電
気
の
供
給
を
受

け
る
も
の
で
あ
る
場
合
で
、
人
が
容
易

に
立
ち
入
る
場
所
に
電
気
柵
を
施
設
す

る
と
き
は
、
漏
電
遮
断
器
を
施
設
す
る

こ
と
。

●
電
気
柵
に
電
気
を
供
給
す
る
電
路
に

は
、
容
易
に
開
閉
で
き
る
箇
所
に
専
用

の
開
閉
器
（
ス
イ
ッ
チ
）
を
施
設
す
る

こ
と
。

　獣
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、
電
圧
の

チ
ェ
ッ
ク
や
下
草
な
ど
の
管
理
、
施
設
の

定
期
的
な
点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

ボ
ル

ト

正しく設置された電気柵
でも危険である旨の表示
をする必要があります

イノシシによる枝折り、食害を受けた園地

果
樹
共
済
加
入
者

麦
共
済
の
加
入
申
し
込
み
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

　
平
成
28
年
産
麦
共
済
の
加
入
申
し
込
み

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
麦
の
共
済
は
、

自
然
災
害
や
鳥
獣
害
な
ど
に
よ
る
減
収
を

補
償
し
ま
す
。
作
付
面
積
が
10
㌃
以
上
の

場
合
は
、
農
業
災
害
補
償
法
に
よ
り
、
必

ず
ご
加
入
い
た
だ
く
制
度
（
当
然
加
入
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
麦
共
済
細
目
書
異
動
申
告
票
」
を
、

11
月
25
日
（
水
）
ま
で
に
ご
提
出
く
だ
さ

い
。

農
作
物
共
済

果
樹
の
被
害
申
告
は

お
早
め
に

　
う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
や
晩
柑
類
に
自
然

災
害
、
鳥
獣
害
な
ど
の
被
害
が
あ
っ
た
場

合
、
収
穫
前
に
損
害
評
価
を
行
い
ま
す
の

で
お
早
め
に
被
害
申
告
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　
す
で
に
被
害
申
告
を
受
け
付
け
て
い
る

地
域
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
各
支
所

等
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

12

34
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建
物
共
済
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シ
イ
タ
ケ
ご
飯

　
シ
イ
タ
ケ
の
原
産
地
は

日
本
と
中
国
で
す
。
秋
に

生
じ
る
か
さ
の
や
や
薄
い

も
の
を
秋
子
と
呼
び
ま

す
。
か
さ
が
開
き
切
る
と

味
が
落
ち
る
の
で
、
半
開

き
く
ら
い
の
も
の
を
選
び

ま
し
ょ
う
。
傷
み
が
早
い

の
で
鮮
度
に
注
意
し
、
す

ぐ
に
使
わ
な
い
場
合
は
、

冷
凍
す
る
と
よ
い
で
す
。

地
域
で
食
育
活
動
を

さ
れ
て
い
る

広
島
市
南
区
在
住

管
理
栄
養
士

田
中 

節
子 

先
生

材料（2人前）

ご飯
生シイタケ
ゆでぎんなん
オリーブ油
　　しょうゆ
　　塩
三つ葉

１合分
１パック（100g）

６粒
大さじ１

大さじ１/２
少々

５～６本

作り方
❶ 生シイタケは、少量のオリーブ油を薄

くまぶして（水分が出るのを防ぐ）オー
ブントースターかグリルで焦がさない
ように焼く。焼けたら、手で割いてお
く。（石づきの先端は除く）

❷ ❶のシイタケと、ぎんなん、２ｃｍぐらい
に切った三つ葉をＡ（❶で使ったオリー
ブ油の残りを加える）であえる。

❸ 温かいご飯に混ぜて、できあがり

シ
イ
タ
ケ

Ａ

あ
き
ご

こ
の
食
材

私
も
作
っ
て
い
ま
す

シ
イ
タ
ケ

一
口
メ
モ

　
不
溶
性（
水
に
溶
け
な
い
）食
物
繊
維
を

含
む
た
め
、食
事
の
最
初
に
食
べ
る
と
、食

べ
過
ぎ
防
止
や
、食
後
の
血
糖
上
昇・コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
の
増
加
抑
制
に
役
立
ち
ま
す
．

ま
た
、紫
外
線
に
よ
っ
て
ビ
タ
ミ
ン
D
に
変

化
す
る
エ
ル
ゴ
カ
ル
シ
フ
ェ
ロ
ー
ル（
ビ
タ

ミ
ン
D
の
前
駆
物
質
）も
含
む
の
で
、時
間

が
あ
る
場
合
は
日
光
に
当
て
て
使
う
こ
と

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
キ
ノ
コ
栽
培
29
年
目
で
す
。ハ
ウ
ス
３
棟

で
、シ
イ
タ
ケ
を
中
心
に
ヒ
ラ
タ
ケ
や
キ
ク

ラ
ゲ
な
ど
を
自
作
の
菌
床
で
栽
培
し
て
い
ま

す
。肉
厚
で
大
き
く
育
て
る
た
め
に
は
、水
、

湿
度
、温
度
の
小
ま
め
な
管
理
が
重
要
で
、

水
質
の
良
い
地
下
水
を
ふ
ん
だ
ん
に
散
布
し

て
い
ま
す
。東
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー（
中
庭
）

で
毎
週
開
催
し
て
い
る「
木
曜
で
あ
い
市
」で

直
売
し
て
い
ま
す
。お
客
様
か
ら「
子
供
も

食
べ
や
す
い
」と
言
っ
て
い
た
だ
き
、励
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

下
向
井
　
恂
さ
ん
（
75
）

広
島
市
東
区
温
品
町

旬
の
野
菜
で

す
こ
や
か

レ
シ
ピ

「１０月から本格的に収穫が始まります」と栽培中のシイタケを手に下向井さん

ま
こ
と

し
た
む
か
い

今
回
の
食
材

　
共
済
事
故
が
発
生
し
た
と
き
は
、
速
や

か
に
各
支
所
等
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
事
故
発
生
通
知
が
遅
れ
た
場
合
に
は
、

共
済
金
を
お
支
払
い
で
き
な
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
火
災
、
落
雷
、
破
裂
・
爆
発
（
凍
結
に
よ

る
水
道
管
の
破
裂
は
除
く
）
、
物
体
の
落
下

飛
来
等
、
給
排
水
設
備
の
事
故
に
よ
る
水
ぬ

れ
、
盗
難
に
よ
る
き
損
・
汚
損
、
騒
乱
に
よ

る
破
壊
損
害

●
自
然
災
害
に
よ
る
損
害
は
除
き
ま
す
。

事
故
発
生
通
知
は

速
や
か
に

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
建
物
共
済
は
、
総
合
共

済
に
つ
い
て
は
、
地
震
保
険
料
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
建
物
共
済
証
券
の
左
側

に
地
震
保
険
料
控
除
対
象
共
済
掛
金
証
明

書
が
あ
り
ま
す
の
で
、
切
り
取
っ
て
申
告

に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

※
火
災
共
済
に
つ
い
て
は
、
地
震
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

総
合
共
済
ご
加
入
の

皆
さ
ま
へ

お
支
払
い
の
対
象
と
な
る

共
済
事
故
は

★ 

火
災
共
済
で
は

①
火
災
共
済
の
対
象
と
な
る
事
故

②
風
水
害
、
土
砂
崩
れ
、
雪
害
な
ど
の
自

然
災
害
（
１
万
円
を
超
え
る
損
害
額
か

ら
支
払
い
対
象
）

③
地
震
・
噴
火
・
津
波
な
ど
の
災
害

　
（
損
害
割
合
５
％
以
上
が
支
払
い
対
象
）

　
（
家
具
類
は
損
害
割
合
70
％
以
上
が
支 

　  

払
い
対
象
）

　
（
加
入
金
額
の
30
%
が
支
払
い
限
度
）

●
総
合
共
済
は
、
加
入
で
き
る
建
物
に
制
限
が

あ
り
ま
す
。

★ 

総
合
共
済
で
は

共
済
掛
金
等
の
納
入
は

専
務
理
事
の
就
任

ご
利
用
く
だ
さ
い

口
座
振
替
を

　
N
O
S
A
I
事
業
を
適
正
に
運

営
す
る
た
め
、
組
合
員
の
皆
さ
ま

に
、
共
済
掛
金
等
を
口
座
振
替
で

納
入
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　
口
座
振
替
が
で
き
る
金
融
機
関

は
、
Ｊ
Ａ
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
県

内
に
本
店
を
置
く
そ
の
他
の
銀
行

な
ど
で
す
。
お
早
め
に
お
手
続
き

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
理
事
の
安
井
尚
史
氏
（
安
芸

郡
府
中
町
）
が
専
務
理
事
に
就

任
し
ま
し
た
。

（
平
成
27
年
７
月
１
日
就
任
）

マイナンバー制度に関するお願いマイナンバー制度に関するお願い
　平成27年10月から、私たち一人一人に12桁の個人番号
（マイナンバー）が通知され、マイナンバー制度が始まりま
す。ＮＯＳＡＩにおいても、報酬などの源泉徴収票を作成す
る際、このマイナンバーが必要となります。このため、報酬
のお支払いがある共済委員・損害評価会委員等の皆さまに
は、今後ＮＯＳＡＩからマイナンバーをお尋ねすることとな
りますので、ご協力をお願いいたします。

マイナンバー制度
（社会保障・税番号制度）

　社会保障・税・災害対策分野での効率性・透
明性を高め、国民にとって利便性の高い公平・
公正な社会を実現することを目的として導入さ
れる国の新しい制度です。平成27年10月か
ら、日本国内の全住民に通知される、一人一人
異なる12桁の番号をマイナンバーといいます。

地震保険料控除対象共済掛金証明書

27－○○○○○○○○－001

27 10 5

12

24,500

共 済 太 郎

6,870

こ
の
金
額
を

申
告
し
て
く
だ
さ
い見

本



　
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
な
ど
の
獣
害
に
悩

ま
さ
れ
て
い
る
三
次
市
で
は
、
近
年
、

ヌ
ー
ト
リ
ア
と
ア
ラ
イ
グ
マ
に
よ
る
被

害
が
増
え
、
被
害
地
区
は
市
東
部
か
ら

西
部
へ
広
が
っ
て
い
ま
す
。
同
市
上
田

町
の
若
林
俊
英
さ
ん
（
72
歳
、
水
稲
約

95
㌃
）
は
、
わ
な
を
仕
掛
け
て
ア
ラ
イ

グ
マ
を
捕
獲
し
、
率
先
し
て
柵
を
設
置

す
る
な
ど
地
域
の
中
心
に
な
っ
て
対
策

を
促
し
て
い
ま
す
。

　
「
畑
や
田
に
悪
さ
を
す
る
の
で
ヌ
ー

ト
リ
ア
か
と
思
っ
て
い
た
。
こ
の
辺
で

ア
ラ
イ
グ
マ
が
捕
れ
る
と
は
。
思
っ
た

よ
り
も
大
き
く
、
60
㌢
く
ら
い
あ
っ

た
」
と
若
林
さ
ん
。
近
所
の
人
と
協
力

し
て
金
網
や
ネ
ッ
ト
で
田
畑
の
周
辺
を

囲
い
、
柵
の

周
辺
の
木
や

草
は
刈
っ
て

明
る
く
し
動

物
が
近
づ
か

な
い
よ
う
注

意
し
て
い
ま

す
。

　
府
中
市
観
光
協
会
に
勤
務
し
、
も

の
づ
く
り
の
町
・
府
中
の
産
業
や
食

の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
ま
す
。
観
光
で
訪

ね
て
き
て
く
だ
さ
る
人
や
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
通
し
て
出
会
う
人
な
ど
、
人

と
接
す
る
機
会
が
多
く
、
毎
日
が
充

実
し
て
い
て
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
町
の
成
り
立
ち

や
、
市
内
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
お
茶

や
ゴ
ボ
ウ
な
ど
の
農
産
物
の
紹
介
に

も
力
を
入
れ
て
、
た
く
さ
ん
の
人
に

府
中
市
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
た

い
で
す
ね
。

　
ま
と
ま
っ
た
休
み
が
取
れ
た
ら
、

旅
行
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
出
か
け
た

い
で
す
。

　
同
市
で
は
被
害
防
止
の
た
め
、
ア
ラ

イ
グ
マ
・
ヌ
ー
ト
リ
ア
防
除
従
事
者
養

成
講
習
会
を
開
催
し
、
捕
獲
用
の
小
型

箱
わ
な
も
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
三
次

市
農
政
課
の
担
当
者
は
「
ま
だ
ま
だ
知

ら
れ
て
い
な
い
ア
ラ
イ
グ
マ
を
知
っ
て

も
ら
い
、
生
息
状
況
を
把
握
す
る
こ
と

が
大
切
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　
若
林
さ
ん
は
「
柵
の
管
理
は
大
変
で
す

が
、
設
置
す
る
だ
け
で
安
心
せ
ず
、
こ
れ

か
ら
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
定
期
的
に
点

検
し
て
防
護
柵
を
管
理
し
て
い
く
こ
と
が

大
事
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
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地域の話題地域の話題

ア
ラ
イ
グ
マ
被
害
防
止
へ

３重に防護柵を設置している若林さん

若林さんが捕獲したアライグマ

三次市

　
キ
ュ
ウ
リ
の
産
地
、
江
田
島
市
は
、

新
規
就
農
研
修
事
業
と
し
て
、
２
０
１

２
年
か
ら
キ
ュ
ウ
リ
栽
培
の
研
修
生
を

受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
担
い
手
不
足
の

解
消
や
地
域
の
活
性
化
を
目
的
と
し
、

研
修
用
ハ
ウ
ス
、
農
機
具
、
肥
料
な
ど

の
設
備
は
市
か
ら
提
供
さ
れ
、
講
師
は

江
田
島
野
菜
出
荷
組
合
の
生
産
者
が
務

め
て
い
ま
す
。

　
第
１
期
生
の
高
橋
康
治
さ
ん
（
31
）

は
、
１
年
間
の
研
修
期
間
を
経
て
、
ハ

ウ
ス
15
㌃
で
キ
ュ
ウ
リ
と
露
地
10
㌃
で

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

農
業
関
連
の
本
を
読
ん
で
情
報
収
集

し
、
興
味
が
あ
る
と
す
ぐ
に
実
践
す
る

と
い
う
高
橋
さ
ん
。
「
経
過
を
観
察

し
、
改
善
点
を
見
つ
け
る
と
い
う
サ
イ

ク
ル
。
こ
れ
か
ら
規
模
を
拡
大
し
、
売

り
上
げ
を
伸
ば
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
６
月
に
研
修
を
終
え
た
赤
川
謙

吾
さ
ん
（
30
）
は
、
大
学
の
農
学
部
を

卒
業
後
、
埼
玉
県
の
農
業
法
人
で
３
年

勤
務
し
江
田
島
に
移
住
。
ハ
ウ
ス
２
棟

で
、
妻
の
美
穂
さ
ん
と
共
に
キ
ュ
ウ
リ

を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
「
キ
ュ
ウ
リ
は

単
年
の
作
物
で
、
出
荷
し
た
３
日
後
に

は
収
入
と
し
て
成
果
が
分
か
り
面
白

い
」
と
赤
川
さ
ん
。
「
こ
れ
か
ら
も
二

人
一
緒
に
頑
張
り
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
す
。

　
研
修
用
ハ
ウ
ス
１
棟
で
キ
ュ
ウ
リ
を

手
掛
け
る
峰
崎
泰
昌
さ
ん
（
28
）
は
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
か
ら
一
転
し
て
農
業
の

世
界
に
飛
び
込
み
、
昨
年
９
月
か
ら
研

修
を
受
け
て
い
ま
す
。
「
実
に
は
そ
れ

ぞ
れ
個
性
が
あ
り
、
大
き
さ
、
色
、

形
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴

を
見
抜
き
な
が
ら
の
作

業
が
楽
し
い
」
と
峰
崎

さ
ん
。
キ
ュ
ウ
リ
の
実

に
葉
や
茎
が
触
れ
る
と

変
形
し
商
品
価
値
が
下

が
る
た
め
、
作
業
に
は

細
心
の
注
意
を
払
っ
て

い
ま
す
。

　
講
師
の
木
村
勇
作
さ

ん
（
35
）
は
「
技
術
以

外
に
も
テ
キ
パ
キ
作
業

で
き
る
よ
う
段
取
り
も

教
え
る
よ
う
に
し
て
い

た
。
今
後
も
相
談
相
手

と
し
て
話
を
聞
き
、
時

に
は
ア
ド
バ
イ
ス
し
な

が
ら
見
守
っ
て
い
き
た

い
」
と
応
援
し
て
い
ま

す
。

キ
ュ
ウ
リ
栽
培
の

研
修
生
受
け
入
れ

江田島市

　
安
芸
高
田
市
吉
田
町
の
農
事
組
合
法

人
於
手
保
農
場
夢
21
（
水
稲
17
㌶
、
大

麦
2.8
㌶
な
ど
）
は
、
於
手
保
地
区
で
栽

培
・
収
穫
し
た
麦
を
使
い
、
麦
茶
と

は
っ
た
い
粉
を
製
造
し
て
い
ま
す
。
町

内
外
の
産
直
市
や
道
の
駅
に
出
荷
す
る

他
、
県
内
を
は
じ
め
、
北
海
道
や
富
山

県
な
ど
県
外
か
ら
も
注
文
を
受
け
て
い

ま
す
。

　
高
齢
化
と
過
疎
化
が
進
む
地
区
の
農

地
を
守
ろ
う
と
、
２
０
０
２
年
に
設
立

し
、
麦
の
栽
培
を
開
始
。
７
、
８
月
は

10
日
に
１
回
作
業
し
、
麦
茶
は
１
日
に

４
０
０
〜
４
５
０
袋
、
は
っ
た
い
粉
は

２
０
０
袋
を
手
作
業
で
袋
詰
め
し
ま

す
。
同
法
人
の
西
川
美
富
代
表
（
73
）

は
「
焙
煎
す
る
時
に
は
、
集
落
中
が
良

い
香
り
に
包
ま
れ
る
」
と
話
し
て
い
ま

す
。

　
県
内
産
品
を
扱
う
「
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ

ら
ざ
」
で
は
、
試
食
販
売
を
実
施
。
麦

茶
を
試
飲
し
て
購
入
す
る
人
も
多
く
、

「
は
っ
た
い
粉
は
麦
の
皮
を
取
り
除

き
、
粒
を
荒
く
し
て
食
べ
や
す
く
し
て

い
る
。
高
齢
の
方
に
『
懐
か
し
く
て
お

い
し
い
』
と
人
気
で
、
一
口
食
べ
た
子

供
か
ら
は
『
も
っ
と
食
べ
た
い
』
と
言

わ
れ
る
」
な
ど
好
評
の
様
子
で
す
。

　
西
川
代
表
は
「
法
人
の
活
動
で
地
域

と
農
地
を
守
り
、
於
手
保
に
住
み
た
い

と
思
え
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
し
て

い
き
た
い
」
と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

麦
を
栽
培 

６
次
産
業
で

地
域
を
守
る

はったい粉を袋詰めする組合員

安芸
高田市

門
田 

実
奈
さ
ん
（
28
）

も
ん
で
ん

み

な

府
中
市

ば
い
せ
ん

お

て

ぼ

互いに相談し、協力し合う３人。左から高橋さん、赤川さん、峰崎さん
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●
90
歳
に
な
り
、
考
え
な
が
ら
ク
イ

ズ
を
解
く
こ
と
が
で
き
、
本
当
に

う
れ
し
い
で
す
。
い
つ
ま
で
で
き

る
か
楽
し
み
な
が
ら
や
っ
て
み
た

い
で
す
。東広

島
市
　
Ｆ
さ
ん
（
90
）

●
夏
号
に
載
っ
て
い
た
「
江
の
川
カ

ヌ
ー
公
園
さ
く
ぎ
」
ま
で
ド
ラ
イ

ブ
し
ま
し
た
。
江
の
川
が
、
も
や

が
か
か
っ
て
き
れ
い
で
し
た
。
梅

雨
の
季
節
で
ム
シ
ム
シ
し
て
い
た

の
に
ヒ
ン
ヤ
リ
と
心
地
よ
い
瞬
間

で
し
た
。東広

島
市
　
Ｉ
さ
ん
（
63
）

●
「
え
が
お
」
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
毎

回
多
く
の
ご
夫
婦
が
出
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
と
て
も
仲
が
良
く

笑
顔
も
と
て
も
す
て
き
で
す
。
私

た
ち
も
そ
ん
な
夫
婦
に
な
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

安
芸
高
田
市
　
Ｔ
さ
ん
（
58
）

●
昨
年
夏
、
初
め
て
ヌ
ー
ト
リ
ア
な

る
も
の
に
遭
遇
し
た
夫
。
今
年
は

対
策
を
講
じ
て
ほ
っ
と
一
息
。

と
、
畑
で
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
ゆ
ら

ゆ
ら
。
よ
く
見
る
と
、
根
元
で
カ

ラ
ス
が
器
用
に
実
の
皮
を
む
い
て

い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
空
か

ら
の
対
策
も
考
え
な
く
て
は
。
お

い
し
い
野
菜
を
作
っ
て
く
れ
る
夫

に
感
謝
!!福

山
市
　
Ｔ
さ
ん
（
60
）

●
農
業
共
済
新
聞
を
申
し
込
み
ま
し

た
。
毎
週
水
曜
日
、
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。三次

市
　
Ｍ
さ
ん
（
61
）

ク
イ
ズ
の
応
募
に
合
わ
せ
て
た
く
さ

ん
の
お
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
中
か
ら
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①レモングラス、ローズマリーなど、食用
や薬用に用いる香草

②家を建てるとき、柱や梁の組み立てがで
きた後、その上に棟木を上げることを

　○○上げという
③５ページ、家○○の異動連絡は速やかに
④マツタケ、クリ、アケビなど山で採れる

食べ物
⑦日○○が続くと田が乾く
⑧授業や仕事の予定を、時間を区切って割

り当てたもの
⑨小さなイワシの煮干し
⑫仏の○○も三度まで
⑭今回のプレゼントの蜂蜜は○○高校の

生徒さんが採蜜しました
⑯元素記号はＰ。食品添加物にも含まれている

ので、不足よりも過剰摂取が心配なミネラル
⑰昨年のことを○○年ともいう

①美肌やイボ取りに効果があると伝えら
れている。かつては、このお茶の原料と
なる実をお手玉の中に入れて遊んだ

⑤クマの手の形に作った、物をかき集め
る道具

⑥平穏○○
⑩ＮＯＳＡＩでは、獣害対策に中古○○網を

斡旋しています。縦 約１・５㍍  横 約18
㍍、価格は１枚 ６００円

⑪人々の話題となる話の種
⑫10ページ、県内散歩の中でのノーサイ

君のコメント。ゆっくり○○で味わってね
⑬人間には自然○○力があります
⑮戦国武将 織田信長の出身地。現愛知県
⑱スクリーンで見る映画は、迫力があって

○○○○○感がたっぷり

のうさい
タテとヨコのカギをヒントにクロスワードを解いて、二重ワクの文字を組み合わせて答えを探してください。

クロスワードを解いて、
地域の特産品を
ゲットしましょう！

クロスワードを解いて、
地域の特産品を
ゲットしましょう！

タテのカギ ヨコのカギ

おもて うら

７３２－００５２
広
島
市
東
区
光
町

一
丁
目
２
番
23
号

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島

　
　
　
　
ク
イ
ズ
係

・クイズの答え
・郵便番号
・住所
・お名前
・年齢
・電話番号
・広報紙へのご意見・
 ご感想など

応募方法
はがきに答えを書いて送ってください。
●締め切り

平成27年12月11日（金）
（当日の消印有効）
※当選者の発表は、景品の発送をもってかえさせて

いただきます。
※いただいたご意見・ご感想を紙面で紹介させてい

ただく場合があります。
※お送りいただいたはがきの内容は、景品の発送と

紙面作り以外の目的には使用いたしません。

今回のプレゼント

①

⑪

⑬ ⑭

⑥ ⑧ ⑩

②

⑱

⑤ ⑦

③ ④

読
者
の
声

⑮ ⑯ ⑰

52
円

広
告

前回の答え ※ご応募いただいた814通のはがきの中から厳正な抽選
を行い、30名の方に景品をお届けしました。ソウメン

　「県内散歩」で訪ね
た神石高原ティアガル
テンの蜂蜜「油木高校
生応援養蜂部」と「焼き
菓子工房グリーン・ア
ルペのクッキー」をお
届けします。

182

182

●

●

●井関郵便局

●村上屋
ふれあいロード

●
至山陽自動車道

福山東I.C.

至中国自動車道
東城I.C.

→

●豊松プラザ21

幸運仏●

2015／秋　vol.06

神石郡神石高原町上豊松72-8
TEL 0847-82-2823

（営業時間）9:00～17:00
冬季１～２月は自然回復のため閉園

［入場料］３ヶ月パスポート　500円
年間パスポート　1,000円
http://jinsekikogen.com/

神石郡神石高原町上豊松72-8
TEL 0847-82-2823

（営業時間）9:00～17:00
冬季１～２月は自然回復のため閉園

［入場料］３ヶ月パスポート　500円
年間パスポート　1,000円
http://jinsekikogen.com/

※クッキーの種類は、写真と異なる場合がございます。

神石高原町の「蜂蜜＆クッキー」
正解者の中から抽選で30名様にプレゼント

仙養ヶ原
ゴルフクラブ

→

道の駅さんわ182ステーション

・神石高原ティアガルテン
・とよまつ紙ヒコーキ・タワー
 の案内看板

はり

106

27

106

106

9

9 9

神
石
高
原

テ
ィ
ア
ガ
ル
テ
ン

とよまつ
紙ヒコーキ・
タワー

学
校
食
堂

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の「
ノ
ー
サ
イ
く

ん
」が
、名
所
や
地
域
な
ら
で
は
の
料
理
、学

べ
る
場
を
訪
ね
て
県
内
を
散
策
。

今
回
は
、神
石
高
原
町
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

自然や季節を感じて心豊かに自然や季節を感じて心豊かに

神石高原ティアガルテン神石高原ティアガルテン

神石高原町井関1282　　　
TEL 0847-85-3642
 090-3742-4391

（営業時間）
11:00～15：00（早く閉めることもあります）
休業／火曜日（その他の曜日も休業のときがあります）
http://jkougen.jp/school-lunchroom/

子どもから大人まで楽しめる

とよまつ
紙ヒコーキ・タワー

懐かしい空間・旧小学校の教室で味わう

神石牛ステーキ
　昭和59年に廃校になった旧井
関小学校の校舎を利用した学校
食堂。食堂自慢の神石牛ステー
キは、焼き始めると脂の香ばしい
香りが食堂中に広がり、食欲をそ
そります。
　肉にサシが入りすぎていない
ため柔らかいのにかみ応えのあ
る食感で、「肉の脂がおいしい」と
評判です。ステーキには町内で
生産された新鮮な野菜が添えら
れ、神石高原産のコシヒカリのご
飯が付いています。

神石
高原

編
学校食堂

　標高700メートルの高原に、牧場や森林セラピーコース、レストランカフェ、愛犬
をノーリードで走らせることができるドッグランなどがあります。
　ドイツ語でTier（ティーア）は動物、Garten（ガルテン）は庭や公園を意味します。

　標高700メートルの高原に、牧場や森林セラピーコース、レストランカフェ、愛犬
をノーリードで走らせることができるドッグランなどがあります。
　ドイツ語でTier（ティーア）は動物、Garten（ガルテン）は庭や公園を意味します。

国道182号線沿いにある学校食堂

スペースシャトルを
かたどった外観

神石高原町下豊松381
TEL 0847-84-2000

（営業時間）10:00～18:00（４月～９月）、
10:00～17:00（10・11・３月）
休業／ 月・水・金（12月～２月は休館）
　　　 ゴールデンウィーク、夏休み期間、祝日は無休

［入館料］小学生以上　300円（エコ用紙５枚付）
http://oriplane.com

爽
や
か
な
風
が

吹
い
て
い
る
よ

爽
や
か
な
風
が

吹
い
て
い
る
よ

　標高663メートルの米見山山頂公園に立つ建物で、２階の展
望台からは大山や道後山など周囲360度の景色が見渡せます。
館内にある本を参考にしたり、受付の人に教えてもらったりし
て、思い思いに紙ヒコーキを作って２階へＧｏ!
　風向きを肌で感じて、飛ばす方向とタイミ
ングを決めることがポイントです。
　うまくいけば気流に乗って遠くまで飛び、雲
の中に入っていくこともあります。

クジラの竜田揚げが
味わえる「なつかし
い給食」もあります

ステーキランチはＡ・Ｂ・Ｃの３種類があり、
写真はＡの神石牛ステーキ（1,950円）

ゆっ
く
り
か
ん
で

味
わっ
て
ね

ゆっ
く
り
か
ん
で

味
わっ
て
ね

学校食堂を経営す
る「くるみる会」代表 
徳永進さん

ど
こ
ま
で

飛
ん
で
い
く
か
な

ど
こ
ま
で

飛
ん
で
い
く
か
な

放牧場ではヤギや牛とふれあうことができる放牧場ではヤギや牛とふれあうことができる

よなみやま

〒７３２-００５２ 広島市東区光町1-15-21
JR広島駅「新幹線口」徒歩5分　私学事業団直営の公共ホテルです

※特典の対象には組合員のご親族も含みます
※割引には一定の条件があります

詳しくはお問い
合わせください tel.082-262-1124

広 島 県 農 業 共 済 組 合  組 合 員 の 皆 様 へ の 特 典

婚礼料理を婚礼料理を 割引いたします割引いたします%%30  5030  50～～
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